
 

 2025 年度 事業報告書 

 （2025 年 4 月 1 日から 2026 年 3 月 31 日まで） 

特定非営利活動法人 男女共同参画フォーラムしずおか 

Ⅰ．2025 年度の総括 

 2025（令和 7）年度（以下、25 年度）は、国の「第 5 次男女共同参画基本計画」の最終年度にあたり、次の「第 6

次基本計画」の策定に向けた議論が重ねられた。第 6 次基本計画では「ジェンダー主流化」が政策の中核に据えられ、

あらゆる分野の意思決定や制度設計にジェンダー視点を組み込むことが最重要方針とされた。 

しかし、こうした国の「ジェンダー主流化」の方針の一方で、静岡市においては組織改編が行われ、男女共同参画・

人権政策課の名称が消えるとともに、静岡市事務分掌条例においても「男女共同参画に関する事項」は「人権に関す

る事項」に包括されることとなることが 2026 年２月初めにわかった。すぐに他団体と連携し市民局長に面会すると

ともに、賛同団体・賛同者を募って市長、議長に要望書を提出し、議会の傍聴も行った。組織改編は覆ることはなか

ったが、市長からは「男女共同参画に関わる施策はこれまで通り進め、後退させない」との言質は取れた。今後もジ

ェンダー平等社会の実現に関する施策の進展を注視していくこととなった。 

上記のような年度末の喫緊の課題への対応だけでなく、指定管理事業や制度に係る関係各所との協議や職員の適正

配置などさまざまな対応に追われた 1 年となった。そのため、昨年度、目標に掲げ、会員、職員とともに行う予定だ

った 26 年度から 5 年間のビジョン作成の時間は確保できず、次年度に持ち越した。人材育成の一環として、職員の

「自主研修支援に関する規程」を作成したが、年度途中からであったため助成希望は３件だった。今後、希望者が増

えるよう課題を整理し、職員にさらに周知する。 

当団体は NPO 法人設立 20 周年となり、11 月 8 日に「設立 20 周年感謝の集い」を開催し、これまでお世話になっ

た方々にお集まりいただき、感謝を伝えることができた。この集いで会員が微増したものの、初期からの会員の退会

もあり会員拡大には至らなかった。2026 年 3 月 31 日現在、正会員 27 人、賛助会員 9 人である。 

経営基盤強化のために助成金事業にも応募し、受託できた事業もあったが、経営基盤強化には至らなかった。 

25 年度は理事会を 6 回（4/21、7/28、10/6、10/30、1/12、3/20）開催した。数々の喫緊の課題について、その都度

理事会に報告し協議して対応した。しかし、団体のミッションに照らして掲げた 25 年度の目標は未達にとどまった。 

 

【指定管理事業について】 

・講座企画運営事業は、仕様書に明記された 20 講座を実施した。講座の参加者数は延べ 2,040 人、新規利用者は 646

人、満足度は平均 97.0％、理解度も 96.6％と非常に高かった。 

 6 月の男女共同参画週間には、ジェーン・スーさんを講師に迎え講演会を開催し、県内外から 845 人と過去最高の

申し込みを記録した。10 月には、春の市議選で女性議員が増えたことから、しずおか女性の会と共催で「女性議員

と考える 静岡市の未来」を実施し、女性議員 9 人のうち 8 人が登壇した。 

また、指定管理第 4 期で「若い世代への女性会館の認知度向上」を掲げていることから、25 年度も積極的にアウト

リーチに取り組んだ。静岡女子高校、静岡雙葉中学・高校、清水第七中学校、静岡聖光学院、清水看護学校で、5 分

野 14 回の講座を実施した。 

・相談事業では、「女性のための総合相談」の件数は前年度より 120 件減少したが、新規相談件数は前年より増加し

た。相談者の中心は 40〜60 代だが、20 代以下の相談者が、前年の 4.6％（79 人）から 7.0％（114 人）へと増加し

ている。 



 

新たな取り組みとしては、静岡新聞「女性の相談室」（毎月第 2 金曜日）を担当することになった。相談員が持ち回

りで執筆し、広報活動としても一定の効果を上げていると思われる。 

・情報収集・発信事業では、課題であったスマートフォンやタブレットなどマルチデバイスへの対応を新たにしたこ

とに加え、一部の講座を除き、講座申込を Web 限定にしたため、昨年度に比べセッション数、ページビュー数とも

に大幅に増加した。情報誌「WAVE」は、内容を拡充し年 1 回の発行とした。HP のリニューアルにより Web 閲覧

が可能になったことから、郵便代金の高騰もあり一部郵送を止め、メールでの配信に切り替えた。 

「図書コーナー」では、閲覧のみの来室者を含む利用者数は 18,056 人（昨年度 15,004 人）と大幅に増加している。

長期休暇や放課後に自習スペースを利用する小中高生が増えたこと、絵本専門士の資格をもつ職員による「絵本の

じかん」の定期開催、授乳室の利用増など、多目的な滞在型スペースとしての活用が進んでいることが窺われる。 

・施設管理運営事業においては、関係部署での検討を経て、2025 年 4 月から開館以来 1 カ所であった受付窓口を 2

つに分け、女性会館所管の貸室については、女性会館事務室で直接受付業務を行うことになった。受付業務の変更

により、想定していなかった業務が多発し対応に追われたため、受付担当職員の新規雇用に加え、既存の職員の勤

務体制や業務内容の見直しを行った。貸室の年間稼働率は平均 48.8％（昨年度 48.2％）、利用者数は 63,585 人。昨

年度と比べ稼働率は 0.6 ポイント増加、利用者数は 897 人減少した。 

 

【指定管理以外の事業について】 

・講座研修事業では、女性参政権 80 周年を記念し、公益財団法人市川房枝記念会「女性と政治センター」、あざれあ

交流会議、浜松男女共同参画推進協会と共催し「女性を議会に in しずおか」を 9 月 6 日に開催した。また、赤い

羽根福祉基金特別プログラム「被害者やその家族等への支援活動助成」事業として 2026 年 1 月から 9 月まで年度

をまたいで「わたしを大切にするためのこころのケア講座 in しずおか」（全 12 回）を開催中である。 

・情報の収集・発信・交流事業では、前述の「設立 20 周年感謝の集い」開催の他、「FORUM NEWS」を 2 回（5 月・

1 月）発行し、理事にもコラムの執筆を依頼した。また、簡易版の年度報告として「Annual Report  2024」（8 月）

も発行した。 

・ジェンダー平等を目指す女性や団体が全国各地で行う「女性の休日」プロジェクトに参加し、市内のシネギャラ

リーの協力を得て、12 月 8 日に「女性の休日」上映＆トークイベントを開催した。上映後のトークイベントにはさ

まざまな年代の男女 23 人の参加があった。 

・相談・サポート事業では、女性のための居場所「ふらり」が 5 年目を迎え、静岡市の委託事業から自主事業として

継続して実施した。その代わりに、静岡市の委託事業として静岡女子高校へのアウトリーチ型居場所「放課後ちる

り」を試験的に行った。 

・NPO 法人共育ネット、NPO 法人 POPOLO と連携して行っている定時制高校等へのアウトリーチ事業も 5 年目を

迎えた。当団体は今年度 21 回参加し、321 人に生理用品を届けることができた。また、生徒と一緒に食事を作り、

提供する「静高食堂」も 4 回行うことができた。 

・その他の事業では、今年度も講師派遣、委員派遣について、市内外の自治体や大学から依頼があり、応えることが

できた。 

  

  



 

Ⅱ．事業の実施に関する事項 

事業名 具体的な事業内容 
(A) 実施日時 
(B) 実施場所 
(C) 従事者の人数 

(D) 受益対象者の範囲 
(E) 人数 

事業費の 
支出額 

(単位:千円) 
1 施設の企

画・運営・

管理事業

（指定管理

事業）事業 
 
 

静岡市女性会館指定管理事業 
➀講座企画運営事業 
➁団体活動支援事業 
➂情報収集発信事業 
➃相談事業 
➄施設管理運営事業 
➅その他 

(A) 通年 
(B) 静岡市女性会館 
(C) 22 人→20 人 

(D) 市民 
(E) 延べ 9,189 人 
＊施設利用者 63,500 人 

104.921 
 
 

2 講座・研修

事業 
 

女性を議会に in しずおか 
（共催事業） 

(A) 9/6 
(B) あざれあ 
(C) 3 人 

(D) 県民 
(E) 70 人 

104 
 

働き方セミナー（掛川市委託事業） (A) 1/28（水） 
(B) 掛川市 
(C) 2 人 

(D) 女性 
(E) 22 人 

132 

こころのケア講座（中央共同募金福祉

基金助成事業） 
(A) 10 月～来年 9 月

（全 12 回） 
(B) 静岡市 
(C) 3 人 

(D) 傷つき経験のある女

性 
(E)延べ 85 人(1～4 回) 

476 

3 情報の収

集・発信・

交流事業 

「FORUM NEWS」及び「Annual 
Report  2024」作成・発行 

(A) 5 月、8 月、1 月 
(B) 静岡県内 
(C) 3 人 

(D) 会員・行政ほか 
(E) 500 部発行 

31 
 

「しずおかのひみつ」みんなの図書館

1 箱棚主 
(A) 通年 
(B) しずおかのひみつ 
(C) 1 人 

(D) 市民ほか 
(E) 延べ 132 冊配架 
 

4 
 

法人設立 20 周年感謝の集い (A) 11/8（土） 
(B) 静岡市女性会館 
C) 役員全員 

(D) 関係者 
(E) 71 人 

164 

映画「女性の休日」関連イベント「ふ

ぇみカフェ」（他団体連携） 
(A) 12/6（土） 
(B) シネギャラリー 
(C) 3 人 

(D) 市民ほか 
(E) 23 人 

0 

しずおかのジェンダー平等をすすめる

会 
(A) 2 月 
(B) 静岡市議会 
(C) 3 人 

(D) 市民・団体ほか 
(E) 賛同者 12 団体・

214 人 

80 

市政を身近に考える勉強会 (A) 7/4（金）3/1（日） 
(B) アイセル 
(C) 3 人 

(D) メンバー 
(E) ― 
 

0 

協力 
全国女性会館協議会職員派遣・事業協

力 

(A) 通年 
(B) 東京都ほか 
(C) 1 人 

(D) 会館関係 
(E) ― 
 

0 
 

４相談・サポ

ート事業 
女性のための居場所事業「ふらり」 
 

(A) 通年（毎月 1 回） 
(B) 静岡市 
(C) 2 人 

(D) 女性 
(E) 延べ 212 人 
  同伴児延べ 39 人 

135 
 

サニタリードライブ（生理用品無償提

供事業） 
 

(A) 通年 
(B) 静岡市 
(C) 2 人 

(D) 居場所事業参加者及

び高校生生活応援事

業対象者 
(E) 延べ 227 人 
内訳 居場所 2 か所 

延べ 61 人 
   高校 3 か所 

延べ 166 人 

34 
 

食べもの応援便（子ども家庭庁「ひと

り親家庭等のこどもの食事等支援事

業」助成） 
 

(A) 8～12 月（4 回） 
(B) 静岡市内 2 カ所ほか 
(C) 3 人 

(D) 居場所事業参加者及

び高校生生活応援事

業対象者 
(E) 食べもの 

延べ 230 世帯 420 人 
生理用品延べ 368 人 
内訳 居場所 2 か所 

延べ 213 人 
高校 3 か所 
延べ 155 人 

1180 



 

アウトリーチによる女性支援業務「女

子高校生の居場所 放課後＊ちるり」

（静岡市委託事業） 

(A) 9～1 月（7 回） 
(B) 静岡女子高校 
(C) 2 人 

(D) 在校生 
(E) 延べ 120 人 

140 

アウトリーチによる高校生生活応援事

業（3 団体連携） 
当団体は、生理用品を提供 

(A) 通年 21 回 
(B) 静岡、清水東、静岡

中央高校 
(C) 2 人 

(D) 在校生 
(E) 延べ 321 人(再掲) 

0 

協力 
地域デザインカレッジ修了生支援 

(A) 2/22 ws 
(B) 巴町事務所 
(C) 1 人 

(D) 市民 
(E) 5 人 

0 
 

相談・協力 
静岡学習支援ネットワーク（SSS）団

体支援 

(A) 通年 
(B) 静岡市 
(C) 1 人 

(D) SSS メンバー 
(E) － 

0 
 

５その他 講師派遣事業（執筆依頼含む） (A) 通年 
(B) 静岡市、下田市ほか 
(C) 4 人 

(D) 自治体、学校等 
(E) 8 機関 

187 
 

委員派遣事業 (A) 通年 
(B) 静岡市 
(C) 1 人 

(D) 静岡県、市社協ほか 
(E) 3 機関 

0 
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